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「沖縄は今も犠牲を強いられているj。 日中戦

争 と沖縄戦を経験した元日本兵の近藤ーさん(95)
=三重県桑名市=は、中国人に働いた残虐行為や

沖縄で死んだ戦友の姿を30年以上、証言 し続けて

いる。 「二度と悲劇を繰り返すな、 という戦友の

願いを背負っているJ。戦後70年、犠牲者への思

いを語 り継ぐ。 ゐ 1$-0μメ
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入院中の病室で、沖縄戦の体験を語る元日本兵の
近藤ーさん 二三重県桑名市(16日)
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塚
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